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６
月
24
日
、
山
都
町
中
央
公
民
館
で

「
平
成
23
年
度
山
都
町
茶
品
評
会
」
が

開
か
れ
、
山
都
町
内
の
生
産
者
が
、
釜

炒
り
製
玉
緑
茶
の
部
に
21
点
、
蒸
し
製

玉
緑
茶
の
部
に
37
点
を
出
品
し
ま
し

た
。
審
査
に
は
熊
本
県
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
茶
業
研
究
所
な
ど
の
職
員
の
方
が

あ
た
り
ま
し
た
。

　
審
査
項
目
は
外
観
（
お
茶
の
形
）
20

点
、
香
気
（
お
茶
の
香
り
）
75
点
、
水

色（
お
茶
の
お
湯
の
色
）30
点
、滋
味（
お

茶
の
味
）
75
点
の
４
つ
で
審
査
が
行
わ

れ
、
合
計
２
０
０
点
満
点
で
す
。

　
今
年
度
は
、
冬
場
の
厳
し
い
寒
さ
の

影
響
で
生
産
量
が
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
出
品
さ
れ
た
お
茶
は
ど
れ
も
品
質

が
良
く
、
審
査
員
は
何
度
も
香
り
や
味

を
確
認
し
な
が
ら
、
慎
重
に
審
査
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
審
査
後
は
、
審
査
基
準
や
摘
み
取

り
時
期
、
製
茶
方
法
に
つ
い
て
の
指
導

も
行
わ
れ
て
、
生
産
者
の
方
々
は
熱
心

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

外
観
（
お
茶
の
形
）
の
審
査

香
気
（
お
茶
の
香
）
の
審
査

山
都
町
茶
品
評
会

■
釜
炒
り
製
玉
緑
茶
の
部

　
１
等
　
下
田
　
房
夫
（
犬
飼
）

　
２
等
　
阿
部
　
主
税
（
犬
飼
）

　
２
等
　
松
本
　
茂
　（
犬
飼
）

　
３
等
　
中
村
　
五
彦
（
金
内
）

　
３
等
　
井
手
　
敏
博
（
猿
渡
）

　
３
等
　
渡
辺
　
憲
治
（
北
中
島
）

　
３
等
　
杉
本
　
直
道
（
目
丸
）

■
蒸
し
製
玉
緑
茶
の
部

　
１
等
　
藤
岡
　
隆
一
（
藤
木
）

　
２
等
　
藤
本
誠
一
郎
（
入
佐
）

　
２
等
　
渡
辺
　
成
善
（
北
中
島
）

　
２
等
　
中
村
　
豊
光
（
犬
飼
）

　
３
等
　
藤
原
　
徳
門
（
島
木
）

　
３
等
　
増
本
　
廣
美
（
牧
野
）

　
３
等
　
坂
本
　
和
弘
（
男
成
）

　
３
等
　
飯
開
　
敏
憲
（
男
成
）

　
３
等
　
歌
野
　
英
和
（
北
中
島
）

　
３
等
　
飯
開
　
政
俊
（
男
成
）

　
３
等
　
岩
永
　
道
治
（
島
木
）

小
学
校
で
も
品
評
会

小
学
校
で
も
品
評
会

菅
尾
小

　
６
月
30
日
、
菅
尾
小
学
校

体
育
館
で
製
茶
品
評
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
品
評
会
は

地
域
の
方
々
に
協
力
を
い
た
だ

い
て
、
今
回
13
点
の
出
品
が
あ

り
ま
し
た
。
審
査
方
法
は
、

町
の
品
評
会
と
同
じ
４
つ
の
項

目
で
行
わ
れ
、
上
益
城
地
域

振
興
局
農
林
振
興
課
の
職
員

が
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
後

に
は
、
審
査
員
か
ら
児
童
に

審
査
の
方
法
な
ど
の
説
明
が

あ
り
、
児
童
が
香
り
や
味
の

審
査
を
体
験
し
ま
し
た
。

審
査
結
果
（
敬
称
略
）

１
等
　
小
﨑
菊
美
（
菅
尾
）

１
等
　
小
﨑
孝
一
（
菅
尾
）

御
岳
小

　
６
月
16
日
、
御
岳
小
学
校

で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
御
岳

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
宰
す
る
こ
の
品

評
会
で
は
、
地
域
の
方
々
に
協

力
を
い
た
だ
い
て
、
釜
炒
茶
16

点
、
蒸
し
茶
13
点
の
計
29
点

の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
審

査
に
は
、Ｊ
Ａ
上
益
城
の
職
員

が
あ
た
り
、
品
評
会
後
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
販
売
、
売
り
上
げ
は

子
ど
も
た
ち
の
教
材
な
ど
に
使

わ
れ
ま
す
。

審
査
結
果
（
敬
称
略
）

釜
炒
り
茶

特
等
　
佐
藤
冨
士
雄
（
野
尻
）

蒸
し
茶

特
等
　
飯
開
政
俊
（
男
成
）

〃
　
　
飯
開
敏
憲
（
男
成
）

災害の怖さを知るために ー 蘇陽小　防災教室 ー

矢
部
広
域
病
院
か
ら
被
災
地
へ

　
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。
そ

の
２
日
後
、
日
本
医
師
会
は
被
災
地
に
「
日
本

医
師
会
災
害
医
療
チ
ー
ム
」（
J
M
A
T
ジ
ェ

イ
マ
ッ
ト
）
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
、
各
都

道
府
県
の
医
師
会
へ
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
熊
本
県
の
災
害
拠
点
病
院
（
※
）
に
指
定
さ

れ
て
い
る
矢
部
広
域
病
院
に
も
熊
本
県
医
師
会

か
ら
派
遣
の
依
頼
が
あ
り
、
災
害
医
療
チ
ー
ム

（
医
師
1
人
、
看
護
師
2
人
、
事
務
職
員
1
人
）

が
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
支
援
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
矢
部
広
域
病
院
災
害
医
療
チ
ー
ム
は
当
院
外

科
部
長
の
坂
本
達
彦
医
師
、
山
内
恵
美
看
護
師
、

菅
映
理
子
看
護
師
、
事
務
を
担
当
し
た
德
臣
明

浩
さ
ん
の
４
名
。
６
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の

３
日
間
、気
仙
沼
市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
「
す

こ
や
か
」
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
地

元
の
医
療
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
Ｊ
Ｒ

Ｓ（
気
仙
沼
巡
回
療
養
支
援
隊
）
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
震
災
に
よ
り
通
院
が
で
き
な
く

な
っ
た
在
宅
患
者
を
訪
問
し
て
診
療
。
寝
た
き

り
の
患
者
が
、
停
電
で
電
気
式
の
エ
ア
マ
ッ
ト

が
使
え
な
く
な
っ
た
た
め
に
起
こ
し
た
床
ず
れ

の
治
療
な
ど
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　「
震
災
か
ら
３
ヶ
月
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、

震
災
時
を
思
い
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
会
話
に
気

を
つ
け
ま
し
た
。
服
装
も
医
療
用
白
衣
で
は
な

く
、
で
き
る
限
り
普
段
着
に
近
い
も
の
を
着
て

訪
問
し
て
い
ま
し
た
。」
患
者
を
気
遣
い
な
が

ら
、
チ
ー
ム
全
員
で
診
療
活
動
に
当
た
り
ま
し

た
。

　
坂
本
医
師
は
「
私
た
ち
の
活
動
は
あ
く
ま
で

サ
ポ
ー
ト
。
は
や
く
地
元
で
の
医
療
活
動
が
復

旧
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。」
と
気
仙
沼

市
の
復
興
を
願
い
ま
す
。

　
加
え
て
坂
本
医
師
は
、「
今
回
の
被
害
の
甚

大
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
当
院
の
災
害
拠

点
病
院
と
し
て
の
役
割
を
考
え
た
。
起
こ
り
う

る
災
害
の
種
類
は
違
う
が
、
常
に
備
え
を
怠
ら

な
い
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
る
。」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

災
害
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣

左から、山内さん、坂本さん、德臣さん、菅さん。
気仙沼市民健康管理センター「すこやか」の前にて。

※

災
害
拠
点
病
院…

県
内
や
近
県
で
災
害
が
発
生
し
、

通
常
の
医
療
体
制
で
は
被
災
者
に
対
す
る
適
切
な
医

療
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
場
合

に
、
熊
本
県
知
事
の
要
請
に
よ
り
傷
病
者
の
受
け
入

れ
や
医
療
救
護
班
の
派
遣
等
を
行
う
。
上
益
城
郡
で

は
矢
部
広
域
病
院
の
み
。

　
６
月
30
日
　
蘇
陽
小
学
校
で
全
校
児
童

78
名
が
参
加
し
、
防
災
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
談
と
、
身
近
で
起
こ
っ
た
大
雨
災
害
に

つ
い
て
の
体
験
談
を
聞
く
こ
と
で
、
児
童

た
ち
に
災
害
の
恐
ろ
し
さ
と
と
も
に
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
行
動
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
、
今
回
初
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
蘇
陽
小
に
２
人
の
孫
が
通
う

山
邊
い
ち
子
さ
ん
。
絵
本
読
み
聞
か
せ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎
週
木
曜
日
に
学
校
を

訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
山
邊
さ
ん
は
、
大

火
砕
流
が
起
こ
っ
た
島
原
市
や
阪
神
大
震

災
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
が
あ
る

山
本
峰
夫
さ
ん
（
南
阿
蘇
村
）
と
と
も
に
、

５
月
20
日
か
ら
10
日
間
、
宮
城
県
気
仙
沼

市
や
石
巻
市
、
女
川
町
で
支
援
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
避
難
所
で
の
ラ
ー
メ
ン
炊
き

出
し
や
、
自
身
の
経
験
を
活
か
し
た
保
育

所
の
訪
問
、
自
宅
で
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
方
々
を
訪
問
し
て
ア
ク
リ

ル
製
た
わ
し
を
配
布
す
る
な
ど
積
極
的
に

活
動
。
最
終
日
に
は
石
巻
市
に
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
、
被
災
地
で
活
躍

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
へ
ラ
ー
メ
ン

を
配
り
、と
て
も
感
謝
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　「
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
ば
か
り
が
続
い

た
。
が
れ
き
の
山
に
、鼻
を
つ
く
に
お
い
。

そ
こ
に
行
か
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
だ
っ
た
。」
山
邊
さ
ん
は
被
災
地
の

状
況
に
つ
い
て
写
真
を
見
せ
な
が
ら
説
明

し
ま
す
。

　「
現
地
で
活
動
す
る
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
を
多
く
見
た
。
蘇
陽
小
学
校
の

児
童
に
は
困
っ
た
人
が
い
た
ら
助
け
ら
れ

る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」
と
被
災
地
で

の
体
験
で
感
じ
た
こ
と
を
熱
い
思
い
を
込

め
て
語
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
人
の
講
師
は
、
学
校
の
安
全
指

導
員
を
務
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
手

と
し
て
児
童
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
森
田

優
さ
ん
。
森
田
さ
ん
は
、
５
年
前
に
起
き

た
土
砂
崩
れ
で
、
一
人
が
死
亡
し
た
災
害

で
救
助
活
動
に
あ
た
っ
た
体
験
や
、
防
災

教
室
の
10
日
前
に
起
き
た
国
道
２
６
５
号

の
土
砂
崩
れ
に
つ
い
て
話
し
、「
雷
な
ど

の
危
険
な
サ
イ
ン
を
感
じ
た
ら
急
い
で
家

に
帰
ろ
う
」
と
、
普
段
か
ら
防
災
に
つ
い

て
意
識
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

山邊いち子さん

森田優さん


